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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問 問１ 「22」

正解率 23.5％
SS70～75 61．0％
SS65～70 47．4％
SS60～65 36．0％
SS55～60 28．0％
SS50～55   21．9%
SS45～50   17．9%

第４問 問１ 「22」現代社会

2022年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「現代社会」
受験者数： 51，862人
平均点： 44.2点
標準偏差： 1５.2

【出典】 問題・集計結果データともに、2022年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

GATTとWTOの原則にあてはまる事例を考える問題で、各学力層で差がついた
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第４問の問１は、GATTとWTOの原則が「自由・無差別・多角」であることを理解したう
えで、貿易に関する具体的な事例が原則にあてはまるかを考察する問題で、各学力層
で差がつきました。

第二次世界大戦の反省から、自由貿易を促進するためにGATTが設立されました。ま
ずは、自由貿易を促進するために定められたGATTおよびWTOの原則についての正
確な知識が求められ、さらに、知識を身につけたうえで現実社会の出来事と関連づけ
て整理することができているかが問われました。

現代社会の共通テストでは、本問のように、学習した項目が私たちの社会のなかで実
際にどのような事例としてあらわれているかを押さえることも重要です。これからの２
か月で実戦的な問題演習を重ねるとともに、既習事項を改めて整理しなおし、ニュー
スなどを通して現実社会との関係を確認することが大切です。

さらに、共通テストでは、図やグラフ、表、文章などの資料を読解して、知識と組み合わ
せて判断する問題が出されます。既習の知識のみでは解答できないこともあるので、
限られた時間のなかで情報を整理し、問題に解答する練習を重ねることをご提案しま
す。

結 果 分 析

指導の ご提案

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

第４問 問１ 「22」現代社会

GATTとWTOの原則にあてはまる事例を考える問題で、各学力層で差がついた

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028so2.pdf

